
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー

①
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

　
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
経
済
活
動
の
低
迷
の
中
に
あ
っ

て
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
産
業
の
み
が
、
一
人
、
気

を
吐
い
て
い
る
。
景
気
刺
激
策
の
一
環
と
し
て
、
当

初
二
〇
一
〇
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
全
国
を
結
ぶ
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
は
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
完
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
文
部
省
も
、
全
国
の
学
校
へ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
あ
の
手
こ
の
手
で
躍
起
に

な
っ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
者
数
は
一
千
万
人
を
超
え
、
二
〇
〇
〇
年
末

に
は
二
千
万
人
を
超
え
る
勢
い
で
急
速
に
拡
大
し
て

い
る
（
注
１
）
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
パ
ソ
コ
ン
マ

ニ
ア
や
理
系
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
主
体
と
な
っ
て
拡
大

し
て
き
た
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
、
仮
想
ペ
ッ

ト
が
電
子
メ
ー
ル
を
運
ん
で
く
れ
る
「
ポ
ス
ト
ペ
ッ

ト
」
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ら
し
か
ら
ぬ
五
色
の
デ

ザ
イ
ン
の
「
i
M
A
C
」
の
出
現
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
縁
の
薄
か
っ
た
若
い
女
性
層

に
も
急
速
に
普
及
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

②
―
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
達

　
米
国
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、
同
じ
趣
味
・
関
心
を
持
つ
人
々
の
間
を
結
び

つ
け
、
ネ
ッ
ト
上
の
「
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

を
形
成
す
る
現
象
が
早
く
か
ら
見
ら
れ
た
。

一
九
八
五
年
四
月
、
北
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ハ
イ

テ
ク
マ
ニ
ア
が
始
め
た
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

サ
ー
ビ
ス
「
T
h
e

W
e
l
l
」
（
注
２
）
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
一
万
人
以
上
が
教
育
や
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
・

趣
味
と
い
っ
た
多
彩
な
分
野
で
の
交
流
を
続
け
て
い

る
。

　
ま
た
、
米
国
東
部
で
は
じ
ま
っ
た
「
T
r
i
p
o
d
」

（
注
３
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
バ
ー
チ
ャ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し
広
告
収

入
に
よ
り
事
業
を
な
り
た
た
せ
る
と
い
う
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
、
既
に
全
世
界
で
数
百
万
人

の
メ
ン
バ
ー
を
有
し
て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
商
業
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
フ

テ
ィ
ー
サ
ー
ブ
が
会
員
向
け
に
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と

呼
ぶ
電
子
会
議
シ
ス
テ
ム
を
二
百
五
十
万
人
の
会
員

を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

③
―
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

伝
送
路
を
持
つ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
の
空
き
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
双
方
向
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
す
る
方
式

で
あ
り
、
一
九
九
六
年
以
降
、
ほ
ぼ
日
米
同
時
期
に

商
用
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。

　
通
常
、
家
庭
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る

に
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
つ
け
た
電
話
モ
デ
ム
と
呼
ば
れ

る
装
置
を
電
話
線
に
接
続
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
経
由
、
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者

に
回
線
を
つ
な
ぐ
。
月
額
数
千
円
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

と
の
接
続
料
金
以
外
に
、
三
分
間
十
円
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ

の
電
話
代
が
か
か
る
た
め
、
一
日
三
十
分
利
用
し
て

も
月
額
五
～
六
千
円
の
コ
ス
ト
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

長
時
間
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
よ
う
な
使
い
方
に
は

な
じ
ま
な
い
。
ま
た
、
音
声
に
使
う
銅
線
を
デ
ー
タ

通
信
に
も
利
用
す
る
た
め
、
通
信
速
度
の
上
限
の
制

約
を
受
け
る
の
で
、
画
像
や
多
量
の
デ
ー
タ
を
や
り

と
り
す
る
の
に
は
向
い
て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
自

前
の
、
し
か
も
テ
レ
ビ
用
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を

用
い
る
た
め
、
①
通
信
料
十
接
続
料
で
月
額
固
定
の

低
額
の
料
金
設
定
が
可
能
、
②
動
画
を
含
む
多
量
の

デ
ー
タ
を
や
り
と
り
す
る
の
に
十
分
な
高
速
接
続
が

可
能
と
な
る
、
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
通
信
方
式
に

な
い
大
き
な
利
点
を
持
っ
て
い
る
。

　
北
米
で
は
既
に
五
十
万
世
帯
以
上
が
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
一

万
世
帯
以
下
の
普
及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
九
九

九
年
一
月
現
在
、
全
国
で
六
十
二
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
が

第
一
種
通
信
事
業
免
許
を
取
得
し
て
お
り
、
新
た
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー

し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢

能
見
台
通
り
「
電
脳
」
商
店
街

　　インターネット

　(世界中のコンピューターが
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③井
上
隆
吉 コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
情
報
サ
ー
ビ
ス

し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢

１２３



サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
は
増
加
の
傾
向

に
あ
る
。
（
注
４
）

２
一
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢

①
―
タ
ウ
ン
テ
レ
ビ
金
沢
と
し
～
ぷ
る
ね
っ
と

　
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
は
、
（
株
）
タ
ウ
ン
テ
レ

ビ
金
沢
（
注
５
）
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
さ
れ
た

金
沢
区
内
六
万
八
千
世
帯
（
注
６
）
を
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
と
し
、
タ
ウ
ン
テ
レ
ビ
金
沢
が
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
提
供
を
行
う
第
一
種
通
信
事
業
者
、
イ
ン
タ
ー
フ

ク
テ
ィ
ブ
ケ
ー
ブ
ル
通
信
（
株
）
（
注
７
）
が
付
加

価
値
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
第
二
種
通
信
事
業
者
と

し
て
、
両
社
が
共
同
で
提
供
し
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
商
用
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
は
一
九
九
七
年
九
月
で
、

日
本
で
三
番
目
、
神
奈
川
県
内
で
は
最
初
の
サ
ー
ビ

ス
と
な
っ
た
。
現
在
、
個
人
の
利
用
者
は
約
二
千
名

で
、
法
人
で
は
横
浜
南
共
済
病
院
や
横
浜
中
学
な
ど

が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

②
―
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
注
８
）

　
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
で
は
、
地
域
限
定
と
い
う

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
を
生
か
す
た
め
、

地
域
の
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
育
成
に
努

め
て
き
た
。

（
ア
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
ワ
ー
プ
ロ
が
で
き
れ
ば
簡
単

に
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
私
家
版
の
公
開
壁
新
聞

で
あ
る
。
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
で
は
、
誰
で
も
気

軽
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
あ
う
こ
と
が
ユ
ー
ザ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
達
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
初

心
者
向
け
の
半
自
動
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
無
償
で
公
開
し
て
い
る
（
注
９
）
。
公
開
さ
れ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
現
在
百
六
十
四
件
あ
り
、
作
成

済
み
未
公
開
の
も
の
を
含
め
る
と
個
人
接
続
ユ
ー
ザ
ー

約
二
千
名
の
う
ち
一
割
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
所
有
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
趣

味
か
ら
実
益
ま
で
千
差
万
別
だ
が
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
特
色
と
し
て
地
元
紹
介
の
ペ
ー
ジ
が
豊
富
で
あ

る
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
使
い
、
世
界
に
目
を
向
け
な
が
ら
も
、

地
域
（
ロ
ー
カ
ル
）
に
密
着
し
た
情
報
を
充
実
す
る

グ
ロ
ー
カ
ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
」
作
成
し
た
、
ユ
ー

ザ
ー
の
亀
田
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
注
1
0
）
が
、

地
域
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ハ
イ
ウ
ェ
ー
協
議
会
主
催
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
で
一
九
九
八
年
度
の
郵
政
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

前
年
の
一
九
九
七
年
度
に
は
、
能
見
台
駅
前
の
蕎
麦

屋
谷
津
坂
屋
さ
ん
が
入
賞
し
て
お
り
、
全
国
的
に
見

て
も
極
め
て
ハ
イ
レ
ペ
ル
に
あ
る
。

（
イ
）
電
子
掲
示
版
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
電
子
掲
示
板
シ
ス
テ
ム
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
た
人
が
、
自
由
に
閲
覧
・
書
き
込
み
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
ち
ょ
う
ど
、
落
書
き
帳
の
回
し

読
み
を
し
て
い
る
感
覚
で
次
々
に
話
題
が
発
展
し
て

い
く
仕
組
み
で
あ
る
。

　
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
で
は
、
現
在
ユ
ー
ザ
ー
が

自
ら
主
催
者
と
な
っ
て
い
る
電
子
掲
示
板
が
七
十
近

く
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初

心
者
が
気
軽
に
会
話
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
し
～
ぷ

る
ね
っ
と
金
沢
自
身
が
主
催
者
と
な
る
掲
示
板
も
設

け
て
い
る
。

　
ユ
ー
ザ
ー
の
電
子
掲
示
板
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
ナ
ー

の
人
柄
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
。

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
③
新
し
い
働
き
方
～
そ
の
動
向
と
課
題

　
六
浦
地
区
の
家
庭
の
主
婦
が
主
催
す
る
「
浜
っ
こ

便
り
」
で
は
、
金
沢
区
の
住
民
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、

遠
く
四
国
や
京
都
に
同
じ
主
婦
仲
間
の
常
連
さ
ん
が

い
て
、
秋
の
紅
葉
や
、
春
の
草
木
の
話
題
な
ど
が
、

デ
ジ
タ
ル
写
真
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
年
間
四

千
件
以
上
の
書
込
み
が
あ
り
、
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金

沢
で
も
も
っ
と
も
活
発
な
掲
示
板
の
一
つ
で
あ
る
。

（
ウ
）
簡
易
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
C
u
-
S
e
e
M
e
）

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
テ
レ
ビ
局
の
局

舎
か
ら
上
位
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
回
線
を

の
ぞ
け
ば
、
地
域
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
地
域
内
で
あ
れ
ば
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

性
能
が
フ
ル
に
活
用
で
き
る
た
め
、
通
常
の
電
話
線

で
は
実
用
的
で
な
い
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

利
用
が
可
能
と
な
る
。

　
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
で
は
、
C
u
-
S
e
e
M
e
（
注
1
1
）

と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
無
料
で
提
供
し
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
毎
週

土
曜
日
夜
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
集
ま
り
、
お
互
い
の
顔

を
見
な
が
ら
お
酒
を
飲
み
お
し
ゃ
べ
り
す
る
「
バ
ー

チ
ャ
ル
居
酒
屋
」
タ
イ
ム
が
自
然
発
生
し
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
現
実
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員

で
あ
る
た
め
、
バ
ー
チ
ャ
ル
で
始
ま
っ
た
も
の
が
、

現
実
に
誰
か
の
家
に
集
ま
り
酒
盛
り
に
発
展
す
る
と

い
う
局
面
も
何
度
も
あ
っ
た
や
に
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
が
、
同
様

の
画
像
送
出
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
金
沢
区
内
八
か

所
で
二
十
四
時
間
同
時
中
継
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
エ
）
そ
の
他
の
道
具

　
Ｉ
Ｃ
Ｑ
「
I
　
s
e
e
K
　
y
o
u
)
は
米
国
」
M
i
r
a
b
i
l
i
s
社

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
無
料
ポ
ケ
ベ
ル
ソ
フ
ト
で
、

現
在
全
世
界
で
一
千
三
百
万
人
（
注
1
2
）
の
利
用
者

が
い
る
。

（
注
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
マ
ガ
ジ
ン
三
月
号
百
九

　
十
頁
、
一
九
九
九
年
イ
ン
プ
レ
ス
社

（
注
２
）
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
w
e
l
l
.
c
o
m
/

（
注
３
）
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
r
i
p
o
d
.
c
o
m
/

（
注
４
）
平
成
九
年
度
末
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
現

　
状
。
郵
政
省
。

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
p
t
.
g
o
.
i
p
/
p
r
e
s
s
r
e
l
e
a
s
e
/

j
a
p
a
n
e
s
e
/
n
e
w
/

9
8
0
9
2
2

j
7
0
1.
h
t
m
l

（
注
５
）
（
株
）
タ
ウ
ン
テ
レ
ビ
金
沢

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
t
v
.
c
o
.
j
p
/

（
注
６
）
金
沢
区
並
木
地
区
は
無
電
柱
で
の
町
並
が

　
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
外
と

　
な
っ
て
い
る
。
東
京
電
力
柱
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
へ
の
共

　
架
に
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル

　
テ
レ
ビ
局
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

　
新
た
に
道
路
を
掘
り
起
こ
し
、
ケ
ー
ブ
ル
を
地
下

　
埋
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
業
採
算
に
乗
り
に

　
く
い
。

（
注
７
）
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ケ
ー
ブ
ル
通
信
（
株
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
2
.
m
a
r
i
n
e
t
.
o
r
.
j
p
/
~
i
c
c

(
注
８
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
j
p
/

(
注
９
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
j
p
/

h
o
m
e
p
a
g
e
/
t
e
x
t
-
t
e
m
p
l
a
t
e
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

(
注
1
0
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
j
p
/
~

k
a
m
e
d
a

(
注
1
1
)
パ
ソ
コ
ン
に
o
u
S
e
e
M
ｅ
ソ
フ
ト
を
入
れ
、

　
簡
易
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
十

　
人
程
度
の
同
時
テ
レ
ビ
会
議
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
。

　
　
一
九
九
七
年
九
月
一
日
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
の

　
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
祝
う
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

　
の
報
告
　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.

j
p
/
~

k
a
m
e
d
a
/
h
-
t
t
k

9
0
2
.
h
t
m
、
タ
ウ
ン
ビ
ュ
ー
金

沢
と
銘
打
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
j
p
/
~
k
a
m
e
d
a
/
i
d
x
-

c
a
m
.
h
t
m

(
注
1
2
）
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
z
d
n
e
t
.
c
o
m
/
y
i
l
/

c
n
t
e
n
t
/
m
a
g
/

9
8
0
9
/
i
c
q
.
h
t
m
l
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ソ
フ
ト
を
入
れ
て
お
け
ば
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
た
と
た
ん
、
予
め
登
録
し
て
い

た
友
人
に
連
絡
が
行
く
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

（
オ
）
ユ
ー
ザ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
会
議
室
の
仲
間
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
離
れ
実
際
に
会
っ
て
飲
み
会
を
や

る
こ
と
を
「
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
（
o
f
f

t
h
e
l
i
n
e

　
m
e
e
t
i
n
g
）
」
と
よ
ん
で
い
る
。

　
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
で
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
育
成
の
た
め
、
開
業
当
初
よ
り
ユ
ー
ザ
ー

同
士
が
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。
現
在
は
、
年
に
二
回
程
度
、
金
沢
文
庫
駅
前
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
集
ま
り
、
新
規
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
と

そ
の
時
々
の
話
題
を
提
供
し
て
い
る
。

　
恒
例
と
な
っ
た
全
員
参
加
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で

は
、
勝
ち
抜
き
者
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
進
呈
し
、

こ
れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
更
な
る
活
性

化
を
期
待
し
て
い
る
。

３
一
能
見
台
通
り
「
電
脳
」
商
店
街

①
―
日
本
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
蕎
麦
屋
谷
津
坂
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

　
京
浜
急
行
能
見
台
駅
は
、
各
駅
停
車
の
み
停
車
の

駅
だ
が
、
後
背
地
に
大
規
模
開
発
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群

や
戸
建
住
宅
を
控
え
、
ま
た
、
昨
年
大
手
ス
ー
パ
ー

が
開
店
し
た
こ
と
も
あ
り
、
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ

る
。

　
谷
津
坂
屋
は
、
能
見
台
駅
よ
り
歩
い
て
三
分
。
ビ

ル
の
地
階
に
あ
り
、
蕎
麦
屋
と
し
て
は
立
地
上
不
利

な
状
況
に
あ
っ
た
。
ご
主
人
の
橋
本
さ
ん
が
、
「
ブ

ラ
ン
ド
好
き
な
グ
ル
メ
相
手
の
店
で
は
な
く
、
地
元

に
密
着
し
、
毎
日
食
べ
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
値
段
を

維
持
し
つ
つ
、
そ
れ
で
い
て
味
や
素
材
に
こ
だ
わ
っ

た
店
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
ご
挨
拶
を
述
べ
た
の
が
一
九
九
六

年
の
五
月
。
取
り
た
て
て
パ
ソ
コ
ン
マ
ニ
ア
で
も
な

い
ご
主
人
が
、
店
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
集
客
力

向
上
の
た
め
、
「
谷
津
坂
屋
通
信
」
な
る
ち
ら
し
新

聞
を
発
行
し
は
じ
め
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

　
一
九
九
六
年
十
一
月
に
金
沢
区
で
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
イ
ア
ル
が
始
ま
る
と
、
初
期

の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
、

爾
来
、
顔
が
見
え
、
声
の
聞
こ
え
る
範
囲
で
の
商
い

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
一
挙
に
全
世
界
に

広
が
る
こ
と
に
な
り
、
店
内
カ
メ
ラ
（
注
1
4
）
や
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
注
1
5
）
を
通
じ
、
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
仲
間
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

②
―
そ
の
他
の
「
電
脳
」
商
店

　
能
見
台
通
り
商
店
街
に
は
、
谷
津
坂
屋
の
活
動
に

刺
激
さ
れ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
経
由
し
て
常
時
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
店
舗
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
店
だ
け
で
も
、
肉
・

魚
料
理
の
お
店
「
吾
作
」
（
注
1
6
）
や
、
コ
ー
ヒ
ー

の
店
コ
ロ
ラ
ド
（
注
1
7
）
さ
ら
に
、
ち
ょ
っ
と
足
を

伸
ば
し
た
あ
た
り
に
は
、
つ
り
エ
サ
の
立
野
（
注
1
8
）

や
、
手
造
り
草
加
せ
ん
べ
い
秋
月
堂
（
注
1
9
）
が
あ

り
、
現
実
の
店
舗
と
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
奇
妙

に
入
り
交
じ
っ
た
街
と
な
っ
て
い
る
。

　
能
見
台
通
り
商
店
街
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
テ
ィ
ッ

ク
ジ
ュ
ン
ポ
」
（
注
2
0
）
は
、
も
と
も
と
店
扱
い
の

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
し

～
ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
で
知
り
合
っ
た
有
志
の
支
援
を

得
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
を
開
業
し
、
好
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

最
近
は
、
お
店
主
催
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

③
―
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
情
報
サ
ー
ビ
ス

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
郵
政
省
の
免
許

の
関
係
か
ら
市
町
村
（
横
浜
市
は
区
）
内
限
定
の
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
こ
の
制
約
が
、
逆
に
需
要
も
供
給
も

地
域
限
定
で
あ
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
長
す
る
と
共
に
、
同
じ
町
内
・
両
隣
と

い
っ
た
伝
統
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
抜
け

出
し
、
か
と
い
っ
て
、
全
日
本
・
全
世
界
対
象
の
匿

名
の
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
も
な
い
、
セ
ミ
ー
バ
ー
チ
ャ

ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
場
と
し
て
最
適
な
環

境
を
提
供
し
て
い
る
。

　
一
九
九
八
年
十
二
月
よ
り
、
し
～
ぷ
る
ね
っ
と
金

沢
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
、
千
葉
県
習

志
野
市
で
、
「
町
ご
と
テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
四
百
二
十
世
帯
の
町
内
会
の
役

員
・
班
長
全
員
と
希
望
者
百
世
帯
に
こ
の
端
末
を
配

り
、
回
覧
板
の
電
子
化
や
、
ご
近
所
の
お
店
情
報
、

ペ
ッ
ト
を
軸
に
し
た
町
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
性
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
（
注
2
1
）
。

　
少
子
高
齢
化
と
い
う
、
日
本
の
社
会
構
造
を
も
ろ

に
か
ぶ
る
大
都
市
の
住
宅
街
・
商
店
街
が
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
最
大
限
に
活
用
し
、
従
来

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
で
活
性
化

さ
れ
る
の
は
、
現
実
の
物
語
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

〈
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ケ
ー
ブ
ル
通
信
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
取
締
役
〉

（
注
1
3
）
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
j
p
/
~

　
t
n
e
t
k

（
注
1
4
）
店
内
カ
メ
ラ
ー
谷
津
坂
屋
は
人
手
の
関
係

　
で
出
前
は
せ
ず
、
店
売
り
と
宴
会
を
柱
と
し
て
営

　
業
し
て
い
る
。
た
ま
に
、
宴
会
で
店
売
り
を
休
業

　
し
た
と
き
、
わ
ざ
わ
ざ
た
ず
ね
て
く
れ
る
お
客
さ

　
ん
の
た
め
に
、
「
今
日
は
店
を
や
っ
て
る
か
？
」

　
が
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
店
内

　
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　
全
世
界
に
映
像
を
発
信
し
た
の
が
、
営
業
時
間
中

　
店
内
を
写
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
全
世
界
に
映
像
を

　
提
供
し
て
い
る
「
や
っ
て
る
？
カ
メ
ラ
」
の
発
端

　
で
あ
る
。

　
こ
の
カ
メ
ラ
は
、
解
像
度
の
面
か
ら
は
お
よ
そ
プ

　
ロ
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い
が
、
自
宅
か
ら
で
も
、
会

　
社
か
ら
で
も
、
「
誰
が
店
に
い
る
か
」
程
度
は
分

　
か
る
た
め
、
自
然
と
店
に
対
す
る
親
近
感
が
沸
い

　
て
く
る
。

　
い
ま
で
は
、
お
店
の
中
だ
け
で
な
く
、
ビ
ル
の
窓

　
か
ら
写
す
京
急
能
見
台
駅
前
の
様
子
が
同
じ
く
二

　
十
四
時
間
放
映
さ
れ
て
お
り
、
「
お
迎
え
カ
メ
ラ
」

　
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
。

（
注
1
5
）
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
:
有
志
の
方
の
呼
び

　
か
け
で
、
場
所
だ
け
提
供
す
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
飛

　
び
入
り
を
含
め
大
勢
が
一
度
に
会
す
る
本
格
的
な

　
も
の
ま
で
含
め
、
年
に
数
回
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
を
開
催
さ
れ
て
い
る
。
新
年
会
や
お
花
見
と
い
っ

　
た
一
般
的
な
機
会
と
は
別
に
、
新
し
い
パ
ソ
コ
ン

　
を
組
み
立
て
る
会
や
、
新
し
い
技
術
の
勉
強
会
な

　
ど
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
た
が
、
多
い
と
き
に
は
四

　
十
名
近
く
が
朝
方
ま
で
わ
い
わ
い
が
や
が
や
楽
し

　
む
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

（
注
1
6
）
吾
作
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
i
p
/
~

　
5
3
9
k
e
n
t
a

（
注
1
7
）
　
コ
ロ
ラ
ド
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.

　
n
e
.
j
p
/
~
c
o
l
o
r
a
d
o

（
注
1
8
）
つ
り
エ
サ
の
立
野
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.

　
i
c
c
n
e
.
j
p
/
~
t
t
n
o
/

（
注
1
9
）
手
作
り
草
加
せ
ん
べ
い
秋
月
堂
h
t
t
p
:
/
/

　
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
j
p
/
~
s
h
u
g
e
t
s
u
/

（
注
2
0
）
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ュ
ン
ポ
h
t
t
p
:

　
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
j
p
/
~
i
u
n
p
o
/

（
注
2
1
）
東
京
新
聞
一
九
九
九
年
一
月
四
日
付
社
説

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
-
n
p
.
c
o
.
i
p
/
s
h
a
s
e
t
s
u

　
/
9
9
0
1
0
4
.
h
t
m
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